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平
成
28
年
２
月
26
日
（
金
）、
島
田
土
木
川
根
支
所
２
階
会
議
室

に
お
い
て
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
は
、
以
前

に
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
並
び
に
島
田
土
木
事
務
所
で
の
意
見
交
換

会
を
受
け
て
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
旧
川
根
町
及
び
川
根
本

町
の
協
会
員
は
、
出
先
機
関
で
あ
る
川
根
支
所
と
主
に
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
よ
り
身
近
で
現
場
で
の
不
明
な
点
や
疑
問
点

な
ど
の
意
見
交
換
が
で
き
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
換
会
は
、
川
根
支
所
長
、
職
員
6
名
、
協
会
員
11
社
23
名
が
出

席
し
、
各
社
の
代
表
者
、
現
場
担
当
者
も
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

意
見
、
要
望
等
は
、
事
前
に
各
会
社
よ
り
出
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
書
類
の
簡
素
化
や
設
計
照
査
に
対

す
る
も
の
や
地
域
貢
献
・
創
意
工
夫
の
評
価
な
ど
全
１
６
項
目
あ
り

ま
し
た
。
当
初
は
無
口
だ
っ
た
参
加
者
も
徐
々
に
進
む
に
つ
れ
活
発

に
発
言
し
、
支
所
職
員
も
そ
れ
に
対
し
積
極
的
に
回
答
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
支
所
職
員
か
ら
も
業
者
側
に
対
し
て
改
善
し

て
ほ
し
い
点
な
ど
も
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
現
場
担
当
者
の
参
加
に
よ
り
現

場
に
お
き
て
い
る
生
の
声
を
言
う
事
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
現
場
で
は
様
々
な
不
明
な
点
、
疑
問
点
が
あ
る
の
だ
と
。

　

今
後
も
継
続
的
に
意
見
交
換
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
中
谷
支
所
長
は
じ
め
監

督
職
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
協
力
お

願
い
し
た
し
ま
す
。

島
田
土
木
事
務
所
川
根
支
所 

と
の

意 

見 

交 

換 

会
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平
成
28
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
盛
大
に
開
催

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
る

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
は
、
１
月

13
日
（
水
）
に
藤
枝
四
川
飯
店
＆
ガ
ー
デ

ン
ズ
に
お
い
て
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

井
林
辰
憲
衆
議
院
議
員
（
国
会
開
会
中

の
た
め
代
理
）
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
合

わ
せ
て
43
名
が
出
席
し
盛
大
に
新
年
を
祝

い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
木
村
会
長
は
「
昨
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
な
ど
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
く

状
況
が
変
化
す
る
中
、
建
設
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
一
方
、
担
い
手
三
法
の
改
正
に
よ

り
、
発
注
者
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ
、
管

内
自
治
体
を
含
め
、
低
入
札
価
格
調
査
制

度
や
中
間
前
金
払
い
制
度
の
導
入
を
は
じ

め
、
若
手
技
術
者
の
確
保
・
育
成
へ
の
取

組
み
が
は
じ
ま
る
な
ど
、
業
界
に
と
っ
て

も
明
る
い
兆
し
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
る
が
、
い

ざ
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ

ば
、
建
設
業
界
に
は
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
大
き
な
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も

地
域
に
根
差
し
た
建
設
業
者
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
助
努
力
を
重
ね
て
、
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
１
年
ぶ
り
に
一
堂
に
会
し
た
会

員
は
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
話
が
盛
り
上
が

り
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
に
有

意
義
な
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建
災
防

島
田
分
会
は
、
３
月
16
日
（
水
）
に
平
成

27
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
木
村
会
長
が
「
一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
て
来
年
度
は
５
年
目
を
迎
え
る

が
、
数
々
の
公
益
目
的
事
業
は
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
当
初
計
画
ど
お

り
、
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
で
大
き
な

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

政
権
交
代
に
よ
り
公
共
事
業
の
必
要
性
が

再
認
識
さ
れ
、
一
昨
年
６
月
に
は
公
共
工

事
の
基
本
で
あ
る
“
担
い
手
３
法
”
が
改

正
さ
れ
た
。
協
会
全
体
で
は
完
工
高
が
増

加
し
た
が
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
し
て
は
、

良
く
て
横
ば
い
か
、
減
少
し
て
い
る
と
の

思
い
か
ら
実
感
が
と
も
な
っ
て
こ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
会
員
の
皆
様
に

は
引
き
続
き
経
営
努
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
平
成
28
年
度
の

一
般
社
団
法
人
島
田
建
設
業
協
会
及
び
建

災
防
島
田
分
会
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予

算
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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工　事　名	 平成26年度二級河川萩間川地震・高潮
対策河川事業（防災・安全交付金）相良水
門耐震補強工事（堰柱部その１）

工 事 箇 所 	 牧之原市相良地先
工　　　期	 平成26年9月30日～平成27年4月30日
施　工　者	 相良建設株式会社
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 吉田基規
工 事 概 要 	 せん断補強鉄筋挿入工	 253本
	 堆積土除去	 350㎥
	 仮設工	 １式

門柱の耐震補強工事です。施工箇所が水面下のため排水
しなければならず、大型土のうと鋼矢板を併用して遮水
壁を作るなど苦労しました。

工　事　名	 平成27年度（国）362号防災・安全交付金
（交通安全）工事（歩道工その３）

工 事 箇 所 	 川根本町元藤川地内
工　　　期	 平成27年7月15日～平成28年1月29日
施　工　者	 株式会社　梶山組
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 小池周作
工 事 概 要 	 歩道設置工事　施工延長	 191ｍ
	 7号重力式擁壁	 20ｍ
	 B300×H500側溝	 32ｍ
	 PL-1型側溝	 147ｍ
	 転落防止柵工	 30ｍ

本工事は川根本町の中心部を走る、町の顔とも言える国道
362号に歩道を設置する工事です。交通量が多く、特に大
型車の往来には危険が伴い、交通災害には特段の注意をは
らいながら、無事故で終えることができました。

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

施工状況

アンカー施工中

施工状況

着
手
前

完
　
成

完
　
成
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工　事　名	 平成26年度二級河川東光寺谷川愛知静
岡交流圏域活性化事業（河川）工事（竜江
院橋下部工）

工 事 箇 所 	 島田市岸町地先
工　　　期	 平成26年9月30日～平成28年1月20日
施　工　者	 大河原建設株式会社
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 片川　正
工 事 概 要 	 橋梁下部・河川改良	 １式
	 橋台工	 ２基
	 場所打ち杭	 ４本
	 コンクリートブロック積	 333㎡
	 場所打ち擁壁	 18㎥
	 土留・仮締切工	 １式

施工箇所が民家・企業に隣接している為、騒音・振動を
考慮した機械・工法を選定することで、近隣の理解を得
ることができ、無事完成することが出来ました。

コ
メ
ン
ト

工　事　名	 はた医院様移転新築工事
工 事 箇 所 	 藤枝市田中三丁目地内
工　　　期	 平成27年6月6日～平成28年1月31日
施　工　者	 角丸建設株式会社
発　注　者	 医療法人社団まつや会
	 はた医院　理事長　畑 昌宏
現場代理人	 杉山　昭男
工 事 概 要 	 鉄骨造　２階建て　建築面積	 767㎡
	 　　　　　　　　　延床面積	 1,395㎡

本工事の鉄骨工事（建て方）が繁忙期であった為、工程管理
が課題でした。そのため土間コンクリート工事を先行する等事前
対策・検討が必要な現場でしたが、常に安全・工程・品質共
に最良な体制で現場を進められるよう調整・対応し、無事完
成することが出来ました。

コ
メ
ン
ト

施工状況

施工状況

着
手
前

着
手
前

完
　
成

完
　
成



5広報ひびきVol.147

まだ「請け負け」を続けますか
　昔、公共工事の発注者は建設業界の庇護者であっ

た。建設業界が「仕事が薄い」と言え

ば発注量を増やしたり、公平に複数の会社が受注出
来るように工事を小さく割ってくれた

りと配慮してくれました。とにかく建設産業を大切
に扱ってくれた。景気の調整役であり、

失業対策の受け皿であり、国から地方への税金配分
の窓口でもあったからだ。とても便利

な産業であった。だからお互い持ちつ持たれつのい
い関係だったのである。今の発注者は

どうだろう？見た目は何も変わらないが、突然、手
のひらを返したようにガラリと態度を

変える。
　予定価格や落札率を公表したりして衆目を集めよ

うとするから、マスコミが話題にした

り警察などが動いたりする。「悪いのは建設産業」と
なる。発注者はどんどんドライになっ

て行く。発注量が減少し積算も厳しい状態でどうや
って生きていくのか。相手がドライで

くるなら、こちらも生き抜く為に割り切ってドライ
になるしかないのだろうか。

　発注者が庇護者であったころ、発注者の要求は何
でも受ける。その代り困った時は何と

かなるように配慮してくれていた。今は泣きつくと
「何をバカなことを言っている」と突

き放され、指名停止などでイジメられる。

　設計変更や追加工事について全額支払ってもら
っていますか？「予算がない」「協議書

が出ていないからダメ」と拒否されたら、今は裁判
等で争う時代なのかもしれません。

　中国経済の減速をはじめ先行き不透明な世界経済に中東の混迷、北朝鮮の核実験までもが不安材料として重なる。
　大胆な金融緩和で円安を誘い、輸出企業の利益かさ上げによる株価上昇を成果としてきたアベノミクスにとっても正念場だ。	　もっとも株価に頼るばかりでは、経済再生にはたどりつけない。　株価の水準さえも危うくなればいや応なしに腰を据え、成長戦略に取り組まざるを得まい。
　その好機が来たのだと肯定的に考えてはどうか。　しかめっ面では福を逃す。積極志向で笑顔を取り戻し、福を招きよせたい。

福を招き
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人手不足
　最近、世間で議論を呼んでいる待機児童問題。原因は様々あると思いますが、その一つに保育士の不足があるそうです。実際に潜在保育士といって保育士資格を持ちながらも就業していない人（保育士としての勤務経験がある人、ない人どちらも該当）も沢山いるそうです。
　理由は、低賃金が一番多いそうです。建設業界も、人手不足です。　同じく原因は様々ですが、よく言われた「３Ｋ（きつい・危険・きたない）さらに「給料が安い・休暇が少ない・カッコ悪い」が加わって「６Ｋ」。　土木・建設現場、看護、ある種のサービスが特に嫌われるそうです。　労働条件の厳しい職業こそ、誇りある、価値ある職業であるべきで、そんな職業こそ、待遇もよく評価され、サポートされる制度が早急に必要ではないでしょうか。

続・職人軽視
　全建総連東京都連が2月10日、「このま

まじゃ建設技能者がいなくなる、他産業
並の

賃金確保・社保加入で後継者を育てよう
」として、労働者の賃金引き上げや社会

保険

加入のための法定福利費確保などを政治
と世論に訴えかけたそうである。

　政治家、お役人の方々、人手不足解消
を外国人労働者でまかなおうとしていま

すが、

建設現場の作業員は専門職、技能職、技
術職であり、単純労働者ではありません

、大

きな勘違いをなさっていると思いますが
。

　肉体労働をして国や地域の人々のため
につくしており、なくてはならない仕事

であ

るにも関わらず人気がないのは、汗水を
流して体を使うことの価値が認められて

いな

いからである。
　「ものづくりのすばらしさ」という点を

強調するが、それで若者の人材確保対策
にな

ると思っているのか。

　解決はいたって簡単、きれい事を並べ
るのではなく、労務単価をあげ、賃金を

引き

上げれば黙っていても人は集まると思
うのですが。経営者もない袖は振れぬ

わけで、

仕事が豊富にあり、儲からなければ払え
ないのです。
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事
務
局
職
員
の
退
職
、

採
用
の
お
知
ら
せ

表
紙
で
見
る
広
報
誌
「
ひ
び
き
」
の
５
年
間
の
記
録

　

新
聞
形
式
の
「
広
報
誌
」
に
始
ま
り
冊
子
形
式
の
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」「
広
報

誌
し
ま
だ
」
か
ら
引
き
継
い
で
「
ひ
び
き
」
に
な
っ
た
、
平
成
23
年
４
月
号
か
ら
平
成
28

年
１
月
号
ま
で
の
表
紙
の
写
真
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
見
覚
え
、
変
革
、
思

い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

（
平
成
28
年
３
月
31
日
付
）

退
職　

前
事
務
局
長
　
伊
藤
　
悦
治

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
３
年

間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

着
任
時
は
一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
て
2
年
目
で
し
た

が
、
役
員
の
皆
様
、
委
員
会
委
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
の
も
と
、
事
務
局
長
の
職
務
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
業
界
に
と
り
ま
し
て
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
し
た
が
、
民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
の
政
権
の

交
替
や
担
い
手
３
法
」の
改
正
な
ど
、建
設
業
界
に
と
っ

て
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
28
年
４
月
１
日
付
）

採
用　

事
務
局
長
　
伊
久
美
　
進
一

　

静
岡
県
浜
松
技
術
専
門
校

を
最
後
に
静
岡
県
を
退
職
し
、

４
月
か
ら
事
務
局
長
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
協
会
の
た
め
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
協
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

建
災
防
島
田
分
会
で
は
、
各

種
作
業
主
任
者
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
５
月
９
日
（
月
）
よ

り
募
集
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

申
込
み
方
法
、
受
講
料
等
詳
し

い
こ
と
は
、
島
田
建
設
業
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
島
田
建
設
業
協
会
へ

電
話
（
０
５
４
７

−

３
７

−

７
１
０
５
）
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度

作
業
主
任
者
講
習
会

受
講
生
募
集

 講習会種類 開催日 募集〆切 日

地山掘削及び土止め支保工  ６月６日～８日  ５月27日

足場の組立て等  ６月14日、15日  ６月３日

型枠支保工の組立て等  ６月21日、22日  ６月10日



運
動
の
す
す
め

災害防止への取り組み
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肝
臓
の
働
き
は
主
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
な
ど
を

分
解
す
る
こ
と
、
食
べ
物
か
ら
吸
収
し
た
栄
養
を
も

と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
、
脂
肪
の
消

化
吸
収
を
助
け
る
胆
汁
と
い
う
消
化
液
を
分
泌
す
る

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
働
き
を
助
け
て
い
る
の
が
、
全
身
の
筋

肉
で
す
。

　

筋
肉
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
の
分
解
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
無
毒
化
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
た
ん
ぱ
く
質
が
分
解
さ
れ
て
で

き
る
老
廃
物
で
肝
臓
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
で
も
分
解

さ
れ
て
、
尿
素
と
な
っ
て
尿
中
に
排
泄
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
つ
い
て
も
、
全
身
の
筋
肉
は

肝
臓
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

体
が
動
く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
食
べ
物
に
含

ま
れ
る
糖
質
な
ど
か
ら
得
て
い
ま
す
。

　

糖
質
は
体
内
で
分
解
さ
れ
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し

て
貯
蔵
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
と
き
肝
臓
だ
け
で
な
く

筋
肉
に
も
蓄
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
と
き
は
、
肝
臓
や
筋
肉
に

あ
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
分
解
し
て
ブ
ド
ウ
糖
を
つ
く

り
だ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
筋
肉
は
肝
臓
の
働
き
を
大
い
に
助

け
て
い
る
た
め
、
第
二
の
肝
臓　

と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
頃
、
運
動
不
足
の
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
を
含
め
、
こ
の
春
か
ら
第
二
の
肝
臓
を
鍛
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｏ

KY活動

　県内の労働災害が非常に増えており、重大災害
はもちろんのこと、軽微な災害についても、少し
でも災害件数が減少できればと思い、建災防の自
主パトロールを行う中で、KY活動に注目して見ま
した。
　毎朝行われるKY活動にて、前日と同じ作業でも、
現場状況が少しでも変われば、その状況に合わせ、
リスクアセスメントが行われており、ちょっとし
た安全対策でリスクが軽減されていて、大変勉強
になりました。
　危険を認識しないということは、労働災害と常
に隣り合わせの状況で、いつ労働災害が起こって
もおかしくありません。
　災害のリスクを減らすには、作業員全員が危険
を認識し、災害ゼロへ向けての方法としてKY活動
の重要さを改めて感じることができ、今後のパト
ロールに役立てて行きたいと思います。
　パトロールに同行する中で、各社の安全への意
識が伝わり、安全対策の内容、実施などのレベル
が上がってきていると実感しましたが、安全対策がマンネリになる傾向も見られました。
　KY活動に加え、ヒヤリハット活動も行っていき、原因、対策等のデータの積み重ねの成果を、きちんとした
形で書類に残すことも、今後の作業や現場で役に立つ場面があるので、活きた安全管理を実施していただきたい
と思います。皆様ご安全に!! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｋ）
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●総　会
　平成27年度第２回総会　３月16日（水）当協会
　　・（一社）島田建設業協会関係
　　　第１号議案　平成28年度事業計画（案）について
　　　第２号議案　平成28年度会費徴収について
　　　第３号議案　平成28年度収支予算（案）について
　　・建設業労働災害防止協会静岡県支部島田分会関係
　　　第１号議案　平成28年度事業計画（案）について
　　　第２号議案　平成28年度収支予算（案）について

●新年賀詞交歓会
　１月13日（水）藤枝四川飯店＆ガーデンズ

●理事会
　第４回理事会　１月13日(水) 藤枝四川飯店＆ガーデンズ
　　・役員の改選について
　　・常設委員会委員の改選について
　　・今後の主要行事日程について
　　・災害対策車両支援隊派遣候補について
　　・家畜伝染病対応地区別担当者について
　　・平成28年新年賀詞交歓会の開催について
　第５回理事会　３月２日（水）当協会
　　島田建設業協会関係
　　・平成28年度会費について
　　　会費徴収の賦課率について
　　　会費について
　　　賛助会費について
　　・平成27年度第２回総会提出議案について
　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について
　　・諸規定の改正について
　　・鳥インフルエンザが発生した場合の対応について
　　・ふじの国リフォーム支援センター登録手数料について
　　・県建設業協会第８回及び第９回理事会の概要について
　　・県中小建設業協会第１回理事会の概要について
　　・今後の主要行事の開催日程について
　　建災防島田分会関係
　　・平成27年度第２回総会提出議案について
　第６回理事会　３月16日（水）当協会
　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について
　第７回理事会　３月22日（火）当協会
　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について

●正副会長会議
　第９回会議　１月13日（水）藤枝四川飯店＆ガーデンズ
　　・任期満了に伴う役員及び委員会委員の改選について
　　・平成28年新年賀詞交歓会の開催について
　　・協会事業の運営について
　第10回会議　３月２日（水）当協会
　　・第５回理事会提出議案について
　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について
　　・今後の主要行事の開催日程について
　　・協会事業の運営について
　第11回会議　３月16日（水）当協会
　　・平成27年度第２回総会提出議案について
　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について
　第12回会議　３月18日（金）当協会
　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について

●常設委員会委員長会議
　第１回会議　２月３日（水）当協会
　　・平成28年度各委員会年間事業計画の検討
　　・平成28年度予算案の検討

●総務委員会　
　第１回委員会　２月３日（水）当協会

　　・任期満了に伴う役員及び常設委員会委員の改選について
　　・諸規定の改正について
　　・平成28年度会費について
　　・所管事業の取組みについて
　　・諸課題について

●広報委員会
　第10回委員会　１月19日（火）当協会
　　・広報誌VOL.147号の企画
　第11回委員会　３月18日（金）当協会
　　・広報誌VOL.147号の校正
　第12回委員会　３月23日（水）当協会
　　・広報誌VOL.147号の最終校正　

●環境・災害対策委員会
　第２回中部地域道路啓開検討会　
　　・平成28年１月19日（火）
　　　県藤枝総合庁舎　別館２階第１会議室
　災害派遣（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）に関する意見交換会
　　・平成28年２月15日（月）
　　　静岡河川事務所　２階会議室
　中部地域道路啓開行動マニュアル意見交換会
　　・平成28年３月１日（火）
　　　静岡国道事務所　３階会議室
　第３回中部地域道路啓開検討会
　　・平成28年３月10日（木）
　　　静岡国道事務所　２階大会議室

●建災防島田分会
　災防委員会
　　・第２回委員会　２月23日（火）　当協会
　　　平成28年度事業計画について
　　　ＫＹ指導者講習会次第及び講師について
　　　作業主任者技能講習会について
　　　建災防本部表彰候補者の推薦について
　　　安全ビデオの購入について
　安全パトロール
　　・第９回　１月19日（金）５地区
　　・第10回　２月23日（火）５地区
　　・第11回　３月10日（木）５地区　　

●各種催事等
　　・１月12日（火）県産連新年賀詞交歓会（グランディエー

ルブケトーカイ）
　　・１月28日（木）県交通基盤部幹部との意見交換会（県

建設業会館）

●今後の予定
　　・協会・建災防島田分会・島田地区建設事業協同組合監査
　　　　日　時　平成28年４月18日（月）14:00 ～
　　　　場　所　当協会
　　　　出席者　会長・監事
　　・安全祈願
　　　　日　時　平成28年４月22日（金）10:00 ～
　　　　場　所　大井神社（島田市）
　　　　出席者　建災防島田分会役員、防災委員、国・県関係
　　　　　　　　機関　　　
　　・平成28年度定時総会
　　　　日　時　平成28年５月17日（火）14:00 ～
　　　　場　所　当協会
　　・島田地区建設業労働災害防止安全大会
　　　　日　時　平成28年７月５日（火）13:00 ～
　　　　場　所　島田市金谷
　　　　　　　　生きがいセンター
　　　　　　　　夢づくり会館

印　刷：株式会社 共立アイコム　　藤枝市高柳1-18-23　TEL 054-635-4651

協会だより 〜協会のうごき〜


